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生保数理（問題） 
 

問題１．次の（１）～（８）について、各問の指示に従い、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。 

               各５点（計４０点） 

 

（１） nn
as   75.3

2
 のとき、予定利率 i（i＞0）の値に最も近いものは次のうちどれか。ただし、

0850.55
2


n

a とする。 

 
 （Ａ） 0.90% （Ｂ） 0.92% （Ｃ） 0.94% （Ｄ） 0.96% （Ｅ） 0.98% 
 （Ｆ） 1.00% （Ｇ） 1.02% （Ｈ） 1.04% （Ｉ） 1.06% （Ｊ） 1.08% 

 

 

（２）ある定常社会において、  80 ,0  ≧≦≦ aaxxalx  、 625.302010 e の場合、この定常社会の平

均年齢に最も近いものは次のうちどれか。 
 
 （Ａ） 30 （Ｂ） 31 （Ｃ） 32 （Ｄ） 33 （Ｅ） 34 
 （Ｆ） 35 （Ｇ） 36 （Ｈ） 37 （Ｉ） 38 （Ｊ） 39 

 

 
（３）死亡保険金額が初年度 S から毎年 0.02 ずつ逓増し、保険期間満了時に最終年度の死亡保険金額

と同額の満期保険金を支払う、x 歳加入、保険料年払全期払込、死亡保険金年度末支払、保険期

間 30 年の平準払累加養老保険を考える。いま、下表の情報が与えられており、この平準払累加養

老保険の年払純保険料が 1P に等しいとき、初年度死亡保険金額 S の値に最も近いものは次のうち

どれか。 
 

保険種類 平準払養老保険 平準払定期保険 平準払累加定期保険 
加入年齢 x x x 
保険期間 30 30 30 

保険料払込期間 30 30 30 
死亡保険金額 
（年度末支払） 

1 1 
初年度 1 から 
毎年 1 ずつ増加 

満期保険金額 1 なし なし 
年払純保険料 1P  2P  3P  

ここで、 1289.0
1

2 
P

P
、 3840.2

1

3 
P

P
とする。 

 
 （Ａ） 0.41 （Ｂ） 0.43 （Ｃ） 0.45 （Ｄ） 0.47 （Ｅ） 0.49 
 （Ｆ） 0.51 （Ｇ） 0.53 （Ｈ） 0.55 （Ｉ） 0.57 （Ｊ） 0.59 
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（４）x 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 n 年の養老保険にお

いて、 05.0
:1 
nx

V 、 9.0
:1  nxn V のとき、x 歳加入、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 1

年の生存保険の一時払純保険料 1
1:x

P の値に最も近いものは次のうちどれか。 

 
 （Ａ） 0.80 （Ｂ） 0.82 （Ｃ） 0.84 （Ｄ） 0.86 （Ｅ） 0.88 
 （Ｆ） 0.90 （Ｇ） 0.92 （Ｈ） 0.94 （Ｉ） 0.96 （Ｊ） 0.98 

 

 
（５）50 歳加入、保険料年払全期払込、保険期間 10 年の生存保険において、被保険者が満期まで生

存すれば保険金額 S を支払い、死亡すればその年度末に既払込営業保険料を支払うものとする。 
予定新契約費は新契約時にのみ保険金額 1 に対し 0.025、予定集金費は保険料払込のつど営業保険

料 1 に対し 0.03、予定維持費は契約 1 件に対し毎年度始 5,000 円とする。 
また、この保険の計算基数は下表のとおりとする。 
 

x 
xD  

xN  
xS  

xC  
xM  

xR  

50 830,057 12,959,122 162,230,132 2,882 212,956 5,233,877 
60 482,007 6,356,169 65,280,013 3,829 179,332 3,247,597 

 

①S = 100 万円の場合、営業保険料の値に最も近いものは次のうちどれか。 
 

 （Ａ） 80,000 円 （Ｂ） 82,000 円 （Ｃ） 84,000 円 （Ｄ） 86,000 円 （Ｅ） 88,000 円 
 （Ｆ） 90,000 円 （Ｇ） 92,000 円 （Ｈ） 94,000 円 （Ｉ） 96,000 円 （Ｊ） 98,000 円 

②S = 200 万円の場合、営業保険料の値に最も近いものは次のうちどれか。 
 
 （Ａ） 160,000 円 （Ｂ） 164,000 円 （Ｃ） 168,000 円 （Ｄ） 172,000 円 （Ｅ） 176,000 円 
 （Ｆ） 180,000 円 （Ｇ） 184,000 円 （Ｈ） 188,000 円 （Ｉ） 192,000 円 （Ｊ） 196,000 円 

 

 
（６）x+1 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 n 年の養老保険の

第 t 保険年度末の平準純保険料式責任準備金が、x 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支

払、保険金額 1、保険期間 n+1 年の養老保険の第 t+1 保険年度末の全期チルメル式責任準備金に

等しいとする。このとき、全期チルメル式責任準備金のチルメル割合の値に最も近いものは次

のうちどれか。 
ただし、予定利率 %00.1　　i 、 00365.0xq 、 825,524,1xN 、 872,4901 nxN 、 877,57xD 、 
1≦t≦n－1 とする。 

 
 （Ａ） 0.025 （Ｂ） 0.035 （Ｃ） 0.045 （Ｄ） 0.055 （Ｅ） 0.065 
 （Ｆ） 0.075 （Ｇ） 0.085 （Ｈ） 0.095 （Ｉ） 0.105 （Ｊ） 0.115 
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（７）x 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 n 年の養老保険にお

いて、t（0＜t＜n）年経過時点で、延長保険に変更する場合について考える。延長保険に変更の時

点で貸付金がない場合の延長保険の生存保険金額を 1S （ 1S ＞0）、変更の時点で貸付金がある場合

の延長保険の生存保険金額を 2S （ 2S ＞0）とする。このとき、 2S / 1S の値に最も近いものは次の

うちどれか。 

ただし、延長保険に変更時点の解約返戻金を 590.0
:


nxtt VW （ nxtV : は平準純保険料式責任準備

金）、貸付金を 200.0Lt とし、延長保険変更後の予定事業費は毎年度始に死亡保険金額 1 に対し

0.001、生存保険金額 1 に対し 0.001 とする。また、 625.9
:


nx

a 、 910.01

:


 tntx
A 、予定利率 i = 0.25%

とする。 
 
なお、変更の時点で貸付金がある場合、延長保険の生存保険金額を計算する際には、変更時点の

解約返戻金から貸付金を差し引き、延長保険の死亡保険金額については変更前の死亡保険金額か

ら貸付金を差し引いた額に変更するものとする。また、貸付金についての利息は考慮しないもの

とする。 
 
 （Ａ） 0.60 （Ｂ） 0.61 （Ｃ） 0.62 （Ｄ） 0.63 （Ｅ） 0.64 
 （Ｆ） 0.65 （Ｇ） 0.66 （Ｈ） 0.67 （Ｉ） 0.68 （Ｊ） 0.69 

 

 
（８）年 2 回分割払連生年金を考える。(x)、(y)の 2 人の被保険者のうち(x)が死亡した次の年金支払時

期から(y)の生存する限り半年ごとに毎回 1/2 の終身年金を支払うものについて、年金現価の値に

最も近いものは次のうちどれか。 
必要であれば xa 18.18688、 ya 15.61232、 xya 12.26979、 x 0.00365、 y 0.00838、予定利

率 %00.5i を用いなさい。 
また、一般に次の近似が成立することを用いなさい。 

 )()1(
12

1
)1(

2

1
2

2

:

)(

: nxxn
n

xxn
n

xn
n

nx

k

nx
pvpv

k

k
pv

k

k
aa 





 ≒  

 
 （Ａ） 3.3420 （Ｂ） 3.3421 （Ｃ） 3.3422 （Ｄ） 3.3423 （Ｅ） 3.3424 
 （Ｆ） 3.3425 （Ｇ） 3.3426 （Ｈ） 3.3427 （Ｉ） 3.3428 （Ｊ） 3.3429 
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問題 2．次の（１）～（６）について、各問の指示に従い、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。       

各７点（計４２点） 

 
（１）次の主集団および副集団を考える。主集団は就業者（仕事をしている者）から構成され、仕事

を辞めること（以下、A 脱退とする。）および死亡（以下、C1 脱退とする。）により脱退が発生し、

A 脱退による脱退者は副集団に移るものとする。また、副集団は就業者以外の者から構成され、

仕事に就くこと（以下、B 脱退とする。）および死亡（以下、C2 脱退とする。）により脱退が発生

し、B 脱退による脱退者は主集団に移るものとする。そのような主集団および副集団について次

のデータが与えられているとき、主集団における 50 歳の A 脱退の絶対発生率の値に最も近いも

のは次のうちどれか。 
  ただし、各脱退はそれぞれ独立かつ一年を通じて一様に発生するものとする。 

（ⅰ）50 歳と 51 歳の間の主集団の人数は、50 歳と 51 歳の間の副集団の人数の 1.5 倍である。 
（ⅱ）50 歳の A 脱退の中央発生率は、50 歳の B 脱退の中央発生率の 100 倍である。 
（ⅲ）50 歳の中央死亡率は 0.003 である。 
（ⅳ）50 歳で C1 脱退により脱退した人数の、50 歳ちょうどの主集団の人数に対する割合は 

0.0027 である。 
（ⅴ）50 歳の C2 脱退の中央発生率は 0.0033 である。 

 
 （Ａ） 0.0684 （Ｂ） 0.0687 （Ｃ） 0.0690 （Ｄ） 0.0693 （Ｅ） 0.0696 
 （Ｆ） 0.0699 （Ｇ） 0.0702 （Ｈ） 0.0705 （Ｉ） 0.0708 （Ｊ） 0.0711 

 

 

（２）ある年齢 x 歳において、 1 xx pp が成立しているものとする。予定利率 %00.1i とするとき、 
7392.0xA 、 0361.252 xa であった。このとき xp の値に最も近いものは次のうちどれか。 

 
 （Ａ） 0.980 （Ｂ） 0.982 （Ｃ） 0.984 （Ｄ） 0.986 （Ｅ） 0.988 
 （Ｆ） 0.990 （Ｇ） 0.992 （Ｈ） 0.994 （Ｉ） 0.996 （Ｊ） 0.998 

 

 
（３）x 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 10 年の生存保険に

おいて、予定死亡率 txq  を 

005.0005.1   txtx qq  (0≦t≦9) 
へ変更したとき、年払純保険料が変化しないように予定利率も変更することとした。 
このとき、x 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 10 年の養

老保険の年払純保険料は、変更前後でいくら変化したか。変更後の年払純保険料を変更前の年払

純保険料と比べたときの ①変化幅と②変化の方向として最も適切なものをそれぞれの選択肢の

中から 1 つ選びなさい。 
ただし、 10  txq 、 10  txq とする。また、変更前の予定利率 %00.1　　i とする。 
 

【①変化幅の選択肢】 
 （Ａ） 0.0048 （Ｂ） 0.0049 （Ｃ） 0.0050 （Ｄ） 0.0051 （Ｅ） 0.0052 
 （Ｆ） 0.0053 （Ｇ） 0.0054 （Ｈ） 0.0055 （Ｉ） 0.0056 （Ｊ） 0.0057 
【②変化の方向の選択肢】 
 （Ａ） 増加 （Ｂ） 減少 
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（４）30 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険金額 1、保険期間 10 年の養老保険が

ある。この契約（以下、元契約という）の第 5 保険年度末に、次の 2 つの部分からなる新しい養

老保険（以下、新契約という）に変更する場合を考える。 
 

【払済養老保険】 
元契約の第 5 保険年度末の平準純保険料式責任準備金の 9 割を用いて、35 歳加入、保険料一時

払、保険金年度末支払、保険期間 5 年の払済養老保険を購入する。この払済保険の保険金額を 1S

とする。 
なお、予定事業費は毎年度始に死亡保険金額 1 に対し、0.001 とする。 

 
【年払養老保険】 

35 歳加入、保険料年払全期払込、保険金年度末支払、保険期間 5 年の養老保険を契約する。た

だし、この保険の保険金額 2S は、年払営業保険料が元契約と同一となるよう設定する。 
なお、予定事業費は元契約と同一とし、毎年度始に死亡保険金額 1 に対し、0.002 とする。 

 
予定利率および予定死亡率は元契約と新契約で同一とする。このとき、元契約と新契約の保険金

額の差（ 211 SS  ）の値に最も近いものは次のうちどれか。 
 
ただし、 52.9

10:30
a 、 89.4

5:35
a 、予定利率 i = 1.00%とする。 

 
 （Ａ） 0.0461 （Ｂ） 0.0472 （Ｃ） 0.0483 （Ｄ） 0.0494 （Ｅ） 0.0505 
 （Ｆ） 0.0516 （Ｇ） 0.0527 （Ｈ） 0.0538 （Ｉ） 0.0549 （Ｊ） 0.0560 
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（５）被保険者が死亡するか要介護状態になったときにその年度末に保険金 1 を支払い消滅する、x

歳の介護不要者が加入する終身保険の一時払純保険料を 1
xP とする。また、被保険者が介護不要者

である限り期始に 0.5 の年金を終身で支払い、要介護状態になったときにはその年度末に保険金 3

を支払って消滅する x 歳の介護不要者が加入する終身年金付終身保険の一時払純保険料を 2
xP と

する。 
 
いま、すべての年齢 x で 214 xx PP  となり、かつ、ある年齢 y で  101   aa

y
aa
y ll の関係が成

り立つ場合、y 歳と y+1 歳の間において介護不要者が要介護者となる人数 yi を表す式は次のうち

どれか。 
 
なお、それぞれの保険は共通の計算基礎に基づくものとする。 
また、要介護者でない者は介護不要者であることとし、要介護者が回復して介護不要者に復帰す

ることはないものとする。 
 

 （Ａ） 
  aa

yl
v

v



2

114 
 （Ｂ） 

  aa
yl

v

v



2

114 
  

 （Ｃ） 
  aa

yl
v

v



3

115 
 （Ｄ） 

  aa
yl

v

v



3

115 
  

 （Ｅ） 
  aa

yl
v

v



4

116 
 （Ｆ） 

  aa
yl

v

v



4

116 
  

 （Ｇ） 
  aa

yl
v

v



5

117 
 （Ｈ） 

  aa
yl

v

v



5

117 
  

 （Ｉ） 
  aa

yl
v

v



6

118 
 （Ｊ） 

  aa
yl

v

v



6

118 
  

 

 
（６）x 歳加入、保険料年払全期払込、保険金即時払、保険期間 20 年の、次の①から③の給付を行う

災害割増保険金付養老保険を考える。 
①災害による死亡の場合、その死亡時に死亡保険金 1.5 を支払う。 
②災害以外による死亡の場合、その死亡時に死亡保険金 1 を支払う。 
③満期まで生存した場合、満期保険金 1 を支払う。 
この保険の年払純保険料の値に最も近いものは次のうちどれか。 
ただし、死力 01.0tx (0≦t≦20)、災害死力 001.0

a
tx (0≦t≦20)、利力 02.0 とし、必要で

あれば、 97045.003.0 e を用いなさい。なお、死力の対象は災害による死亡とそれ以外の死亡の

両方とし、災害死力の対象は災害による死亡のみとする。 
 

 （Ａ） 0.0439 （Ｂ） 0.0447 （Ｃ） 0.0455 （Ｄ） 0.0463 （Ｅ） 0.0471 
 （Ｆ） 0.0479 （Ｇ） 0.0487 （Ｈ） 0.0495 （Ｉ） 0.0503 （Ｊ） 0.0511 
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問題 3．次の（１）、（２）の各問について、各問の指示に従い、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。 

各９点（計１８点） 

 
（１）被保険者が死亡した際に、保険期間の残年数（年単位の端数切り上げ）に応じてその保険年度末

から毎保険年度末に年金年額 1 を支払う保険について考える。 
（年単位の端数切り上げとは、たとえば、保険期間 n 年で第 t 保険年度に死亡した場合、「第 t 保

険年度末、第 t+1 保険年度末、・・・、第 n 保険年度末」と、n－t+1 回にわたり年金を支払うこ

とを指す） 
 
(a) 次の①～⑪の空欄に当てはまる最も適切なものを選択肢の中から 1 つ選びなさい。なお、同じ

選択肢を複数回用いてもよい。 
 
x 歳加入、保険期間 n 年で、第 t 保険年度に死亡した場合、その保険年度末に 1tn

a を支払う保険

を考えると、一時払純保険料 A は、 

 



n

txD
A

1

1
②①  

と書ける。この式を変形すると、 

 

④③ 




n

t
xt

t pv
1

1
 

と変形できる。 
 
この算式はすなわち、その保険年度末時点で死亡していれば年金を支払う保険と解釈できる。 
 
この保険の年金支払期間に保証期間を設けることにした。保証期間とは保険期間満了まで g 年以

内の年度に死亡しても g 年間の年金支払が保証されていることを意味する。 

x 歳加入、保険期間 n 年、保証期間 g 年とした際の一時払純保険料
g

nx
B

: を考える。 

 
まず、初年度から第 n－g 保険年度に死亡した場合の給付に関する一時払純保険料を考える。 
これは、初年度から第 n－g 保険年度までの各保険年度末までに死亡していれば年金を支払い、加

えて第n－g保険年度末時点で死亡していれば残りのg年間の保険年度末に年金を支払うという給

付に関する一時払純保険料と同義なので、次のように書ける。 
)I (1 

g

gn av  ⑦⑥⑤  

また、第 n－g+1 保険年度から満期までの間に死亡した場合の給付に関する一時払純保険料は、 

) II (
g

x

a
D


 ⑨⑧

 

 

( I )と( II )の一時払純保険料を合計したものが、
g

nx
B

: なので、 

g
x

n

g

nx
a

D
aB  






⑪⑩⑨⑧
⑥

1:
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(b) 一時払純保険料の比 2

30:30

5

30:30

B

B
の値に最も近いものを選択肢の中から 1 つ選びなさい。なお、予定

利率は i = 1.00%とし、計算基数は下記を用いなさい。 
 
 

【計算基数】 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

x 
xD  

xN  
xM  

30 73,030 2,840,725 44,904 
54 54,687 1,297,803 41,838 
55 53,863 1,243,116 41,555 
56 53,027 1,189,253 41,252 
57 52,179 1,136,226 40,929 
58 51,318 1,084,047 40,585 
59 50,446 1,032,729 40,221 
60 49,560 982,283 39,834 
61 48,660 932,723 39,425 

【(a)の選択肢】 

 （ア） v
 

（イ） i
 

（ウ） 1n
a  

（エ） n
a  

（オ） 1n
a  

 （カ） 1tn
a  

（キ） tn
a


  

（ク） 1tn
a  

（ケ） 1gn
a  

（コ） gn
a


  

 （サ） 1gn
a  

（シ） 1: nx
a  

（ス） nx
a

:
  

（セ） 1: nx
a  

（ソ） 1: gnx
a  

 （タ） gnx
a

:
  

（チ） 1: gnx
a  

（ツ） txC 

 
（テ） 1txC

 
（ト） 1nxD

 

 （ナ） nxD 

 
（ニ） 1 gnxD

 
（ヌ） gnxD 

 
（ネ） 1 gnxD

 
（ノ） gnxM 

 

 （ハ） xM
 

（ヒ） nxM 

 
（フ） xgn q|1

 
（へ） xgn q

 
（ホ） xgn q1

 

 （マ） xgn q|
 

（ミ） xn q|1
 

（ム） xn q|
 

（メ） xn q1

 
（モ） xn q

 

【(b)の選択肢】 
 （Ａ） 1.027 （Ｂ） 1.039 （Ｃ） 1.051 （Ｄ） 1.063 （Ｅ） 1.075 
 （Ｆ） 1.087 （Ｇ） 1.099 （Ｈ） 1.111 （Ｉ） 1.123 （Ｊ） 1.135 
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（２）x 歳加入、保険期間 n 年、年 k 回全期払込で次の払込と給付を行う保険を考える。 

時点
k

j  knj   ,   ,2 ,1 ,0  では、保険料
k

jP
（ただし、 0nP ）が払い込まれ、また同時点で生存し

ているときには生存給付金
k

jE
（ただし、 00 E ）が支払われ、さらに区間 




 

k

j

k

j
,

1  knj   ,   ,2 ,1 

で死亡したときには時点
k

j
で死亡保険金

k

jS
が支払われる。 

 
(a) 次の①～⑯の空欄に当てはまる最も適切なものを選択肢の中から 1 つ選びなさい。なお、同じ

選択肢を複数回用いてもよい。 
 

時点
k

t
における将来法の責任準備金

)(k

k

t V は、 












 



























kn

tj

k

t

k

j

k

j
x

k

j

kn

tj

k

t

k

j

k

j
x

k

j

kn

tj

k

t

k

j

k

j
x

k

j
x

k

j
k

k

t vlPvlEvllSV
1

1
)( )(

1

①
 

となる。これを変形すると 






























































kn

tj

k

t

k

j

k

j
x

k

j

kn

tj

k

t

k

j

k

j
x

k

j

kn

tj

k

t

k

j

k

j
x

k

j
x

k

j

k

k

t

k

t

k

t
kk

k

t

vlPvlEvllS

vPESvV

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1
)(

)(
1

④

①

③

①

②

 

となるが、右辺第 2 項の[ ]内は
)(

1
k

k

t V であるから、 

再帰式 

)(
1

1

1

1
)( k

k

t
k

k

t

k

t

k

t
kk

k

t VvPESvV  
①

③

①

②
  Ⅰ   

が示された。 
 

 次に  Ⅰ式の t を kt  に変えて、時点  t
k

kt



での保険料が

k
PP k

t

k

kt

1)(  、生存給付金が
k

EE t

k

kt

1


となるとすると、 

)(
1

1

1

1
)( )(

1 k

k
t

k

k
t

kk
t VvSv

k
V




⑧

⑨

⑧

⑦
⑥⑤   Ⅱ  

となる。ここで右辺を変形すると、右辺
)(

1

1
)(

1

1
k

k
t

kk

k
t

k VvVv



⑧

⑩
となり、

k
v k

⑪
1

1

で

あるから、上記  Ⅱ 式は、 

)()(
1

1
)(

1

1
)(

1
)()(

1

k
t

k

k
t

kk

k
t

k
t

k

k
t

SVvV
kk

VV



⑧

⑩⑪
⑥⑤  

となる。両辺を k 倍して、 k とすると、
k

k
⑪

  ⑫ 、
⑧

⑩
 kvk

1

 ⑬ となる

から、 
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)( )()()( ⑯⑬⑫⑮⑭   VVV
dt

d
ttt  

が示された。 
 
 

(b) (a)で示した算式を用いて、x 歳加入、保険料一時払、保険金額 2、保険期間 n 年の生存保険で、

期間途中 t(0＜t＜n)の死亡に対しては責任準備金 )(Vt の0.2倍を即時に支払う保険の一時払純保険

料を求めることとする。この保険の一時払純保険料の値に最も近いものを選択肢の中から 1 つ選

び、解答用紙の所定の欄にマークしなさい。ただし、 74192.0nv 、   99726.02.0 xn p とする。  
 
 
【(a)の選択肢】 
 （ア） )(

tP  
（イ） )(k

tP  
（ウ） tE  

（エ） tS  
（オ） txl   

 （カ） 
k

x
l 1


 

（キ） 
k

tx
l 1


 

（ク） 
k

tx
tx ll 1


 

 
（ケ） 1  txtx ll  （コ） 

k

t
x

l


 

 （サ） 
k

t
x

l 1


 
（シ） 

k

t
x

k

t
x

ll 1



 
（ス） i  （セ） d  （ソ） ki

1

 

 （タ） kd
1

 
（チ）  ka  （ツ）  ka  （テ）  ki  （ト）  kd  

 （ナ） a  （ニ） a  （ヌ） a  （ネ）   （ノ） xe  
 （ハ） txe   （ヒ） 


xe  （フ） 


txe   （へ） x  （ホ） tx  

 （マ） xt p  （ミ） txp         
【(b)の選択肢】 

 （Ａ） 1.40 （Ｂ） 1.41 （Ｃ） 1.42 （Ｄ） 1.43 （Ｅ） 1.44 
 （Ｆ） 1.45 （Ｇ） 1.46 （Ｈ） 1.47 （Ｉ） 1.48 （Ｊ） 1.49 

 

 

以上 

 



 

生保数理（解答例） 

 

問題１． 

 

設問 解答 配点 設問 解答 配点 

（１） （Ｇ） 5 点 （５） ①（Ｄ）②（Ｃ） 5点 

（２） （Ｄ） 5 点 （６） （Ｃ） 5点 

（３） （Ｃ） 5 点 （７） （Ｅ） 5点 

（４） （Ｈ） 5 点 （８） （Ｉ） 5点 

※（５）は完答の場合のみ得点。 

 

 

（１） nn
as   75.3

2


d

v

d

i nn 


 1
75.3

1)1( 2

 

ここで、 xi n  )1( とおくと、 

x

x
x

1
75.312 


 
)1(01544 2  xxx   

よって、x = 1.5, －2.5。i＞0より、x = 1.5。 

d

x

d

v
a

n

n

22

2

11 



  

となるため、 




010085.0
1

2

2







n
a

x
d  

％≒1.020.010188
1





d

d
i  

解答：（Ｇ） 

 

 

（２） 





20

10
20

20

2010

1 a

tdtl
l

e


に  xalx  を代入すると 

 






20

10
2010

20
20

1 a

dtta
a

e


 

 
20

10

2

2
20

20

1
    
















a

t
ta

a
　　　  

20

50
10

2

20
    







a

a
　　　  

これが 30.625であるので、 100a となる。 

一方、求める平均年齢をXとすると 









dxl

dxlx

a

x

x

a

0

0X
 

 









dxxa

dxxax

a

a

0

0 























a

a

x
xa

xxa

0

2

0

32

2

32
33.33

3

100

3

2

6
2

3


a

a

a

 

解答：（Ｄ） 



 

 

（３） 

この平準払累加養老保険の年払純保険料（ 1P ）を、 1P 、 2P および 3P を用いて表すと、 

  3211 02.03002.02902.0 PPPSP   

であり、これを Sについて整理すると、 

 

450.0

42.03840.202.01289.06.0

42.002.06.0

02.06.042.0

1

3

1

2

321









P

P

P

P
S

PPPS

 

解答：（Ｃ） 

 

 

（４） 

保険料年払全期払込、保険金年度末支払の養老保険の責任準備金は
nx

tntx

nxt
a

a
V

:

:

:
1






 と変形でき

る。 （教科書上巻 式（5.3.7）参照） 

ここで、t = n－1のとき、 1
:


 tntx

a なので、 9.0
:1  nxn V から、 10

:


nx
a が得られる。 

次に、 05.0
10

9
1

1

11

:

:

:

1:1

:1 










xnx

x

nx

nx

nx

nx pva

pv

a

a

a
V








より、 

94737.05.9/91
1:

 xx
pvP  

となる。 

解答：（Ｈ） 

 

 

（５） 

営業保険料を Pとし、予定新契約費率を 、予定集金費率を  、予定維持費額を とすると、収

支相等の式は以下の通りとなる。 

nxnxnxnxnx
aaPSIAPASaP

::

1

:

1

::
)(     

したがって、 

1

::

:

1

:

)()1(
nxnx

nxnx

IAa

aSAS
P













 

ここで、 

0.23247)(

7.95482

0.58069

50

6060501

:

50

6050

:

50

601

:













D

MnRR
IA

D

NN
a

D

D
A

nx

nx

nx

  

より、S = 100万円の場合、保険料は 86,249円、S = 200万円の場合、保険料は 167,184円となる 

解答：①（Ｄ）②（Ｃ） 

 

 



 

 

（６） 

tntxnxtntxnxt aPAV



:1:1:1:1


　

 

tntx

nx

nxtntx

Z

nxt a
a

PAV




 















:1

1:

1::1

][

1:1





 

となるため、 

1:

1::1






nx

nxnx a
PP




 

が成立する。 

730939.17
)1(

1

1

11

:1








 






xx

nxxx

x

nxx

nx Dvq

NDN

D

NN
a

 

518629.171

1:



 


x

nxx

nx D

NN
a

 

従って、  

4985304.0862951.17)
862951.17

1

17.093973

1
()

11
(

)
1

()
1

()(

1:

1::1

1:

1::1

1:1::1





























nx

nxnx

nx

nxnx

nxnxnx

a
aa

ad
a

d
a

aPP







  

解答：（Ｃ） 

 

 

（７） 

延長保険の死亡保険金額 1に対する予定事業費率を  1  、生存保険金額 1に対する予定事業費率

を  2  とすると、 1S 、 2S はそれぞれ、 
  

  ,

:

21           

:

:

11 

:

1

tntxtntx
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ここで、 590.0
:


nxtt VW 、 625.9

:


nx
a 、 910.01

:


 tntx
A 、予定利率 i = 0.25%、

  001.01  より、 

tntx
a

 :


nx
a

:
     94625.3590.01625.91

:


nxtV 、 




1

: tntx
A 

 tntx
A

:



dA

tntx
11

:


 tntx
a

:
 910.094625.3

0025.1

0025.0
11

:


 tntx
A  

080159.0  

 

以上より、 

     
 

63791.0
94625.3001.0080159.0590.0

94625.3001.0080159.0200.01200.0590.0

1

2 





S

S
 

 

解答：（Ｅ） 

 

 



 

 

（８） 

遺族年金の給付を考えると明らかに（あるいは、教科書下巻 式（12.6.6））のとおり 
)()()(

|

k

xy

k

y

k

yx aaa   

である。 

ここで、問題文の近似式で n とすると、  xx

k

x
k

k

k

k
aa  







2

2
)(

12

1

2

1
となる。 

この関係式は、「(x)の死亡」を「(x)または(y)の死亡」と読み替えても同じように成立するので

（ yxyx  , に注意して） 

   

xxyy

yxxyyy

k
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k
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k
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
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1

2

1
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を得る。  

これに与えられた数値を代入して 34276.3)2(

| yxa を得る。 

 

解答：（Ｉ） 



 

 

問題 2． 

 

設問 解答 配点 設問 解答 配点 

（１） （Ｄ） 7点 （４） （Ｃ） 7点 

（２） （Ｉ） 7点 （５） （Ｊ） 7点 

（３） ①（Ｂ）②（Ｂ） 7点 （６） （Ｄ） 7点 

※（３）は完答の場合のみ得点。 

 

 

（１） 

x歳における主集団および副集団の人数をそれぞれ xl , xlとし、 

2/)( 1 xxx llL 、 2/)( 1
 xxx llL とする。 

また、各脱退における脱退者数を A

xd 等とすると、主集団および副集団の人数異動より、 

)(1

1 Ⅰ

C

x

B

x

A

xxx dddll  
2

1

C

x

B

x

A

xxx dddll 
  

また、50歳と 51歳の間の人口を Sとし、（ⅰ）から（ⅴ）の条件を式で表すと、以下の通り。 

（ⅰ） SL 6.050  、 SL 4.050   

（ⅱ）中央発生率を A

xm 等とすると、 

  AB
BABA

BA dd
S

d

S

d

L

d

L

d
mm 5050

5050

50

50

50

50
5050 00667.0

4.0
100

6.0
100100 


  

（ⅲ） Sdd
LL

dd CC
CC

003.0003.0 2

50

1

50

5050

2

50

1

50 



 

（ⅳ） 0027.0
50

1

50 
l

d C

 

（ⅴ） Sd
L

d
m C

C
C 00132.00033.00033.0 2

50

50

2

502

50 


  

（ⅲ）と（ⅴ）より、 SSSdSd CC 00168.000132.0003.0003.0 2

50

1

50  となる。 

これを（ⅳ）に入れると SSl 62222.00027.0/00168.050  となる。したがって、 )(Ⅰより、 

SddSSdddlL AACBA 00168.05.000667.05.05.062222.06.05.05.05.0 5050

1

5050505050   

したがって、 Sd A 04305.050   

これより 50歳の A 脱退の絶対発生率
*

50

Aq は、 

06927.0
6.0/04305.02

6.0/04305.02
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2
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50
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m
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 解答：（Ｄ） 

 

 

（２） 

)1(1

)1(11

2

22

21

2








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apvpvd

appvpvdadA




 

となるため、これを整理して、 

0)1()()(
2

2

2   xxxx Adpvdpavd   

両辺に
2)1( i をかけて 

0)1()1()( 22

2   xxxx Adipipad   



 

となるため、二次方程式の解の公式により、 

)(2

)1()1()(4

2

2
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2
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


x

xx

x
ad

Adiadii
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となり、 xp が正値であることに注意して、 

996157.0xp  

解答：（Ｉ） 

 

 

（３） 

005.0005.1 
 txtx qq より、 

txtxtx pqp   005.1005.0005.11  

xt

t

xt pp  005.1  
1

10:

1

10: xx
PP  となることから、 
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ここで、 0xt p より、






9

0

10

10

t

xt

t

x

pv

pv

は vについて単調増加となるため、 

上記等式が成り立つのは
i

v



1

005.1
のときのみである。したがって、 

014827.0985173.0
1
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これより、 
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解答：①（Ｂ）②（Ｂ） 

 

 

（４） 

元契約の第 5 保険年度末の平準純保険料式責任準備金は 

10:30

5:35

10:305 1
a

a
V




  

よって、払済養老保険の購入原資は、 
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
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になるので、払済養老保険の保険金額 1S は、 

 
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また、元契約の営業保険料 *P について 

 
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新契約の営業保険料が元契約と変わらないので、保険金額 2S について 

*
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2 002.0
1
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よって元契約と新契約の保険金額の差は、 

04826.01 21  SS  

解答：（Ｃ） 

 

 

（５） 

x歳の介護不要者が加入する場合の一時払純保険料はそれぞれ、 
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と表される。同様に x+1歳加入の場合の一時払純保険料はそれぞれ、 
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となる。 

ここで、すべての年齢について 214 xx PP  の関係が成り立つので、 
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それぞれ分母をはらい、第２式の両辺に vを乗じて第１式から引き算すると、 

  x

aa

xx

aa

x ivlidv  35.04  

を得る。 

xに yを代入し、   aa

y
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y
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y lllid   11 を踏まえて整理すると、 
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解答：（Ｊ） 



 

 

（６） 

この保険は保険金額 1 の養老保険に加えて、災害死亡の場合は死亡保険金 0.5 を加算する保険と

みなすことができるため、 
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なお、問題文の条件の①～③の順に立式しても同じ結果が得られる。 
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解答：（Ｄ） 

 



 

 

問題 3． 

 

設問 解答 配点 設問 解答 配点 

（１） (a) ① （テ） 1点 （２） (a) ① （コ）  

  ② （ク） （完答のみ）   ② （シ） 1点 

  ③ （オ） 1点   ③ （サ） （完答のみ） 

  ④ （セ） （完答のみ）   ④ （サ）  

  ⑤ （サ） 2点   ⑤ （イ） 1点 

  ⑥ （チ） （完答のみ）   ⑥ （ウ） （完答のみ） 

  ⑦ （ヘ）    ⑦ （ク） 1点 

  ⑧ （ノ） 1点   ⑧ （オ） （完答のみ） 

  ⑨ （ヒ） （完答のみ）   ⑨ （キ）  

  ⑩ （ア） 1点   ⑩ （ク） 1点 

  ⑪ （ヌ） （完答のみ）   ⑪ （ト） （完答のみ） 

 (b) （Ｄ） 3点   ⑫ （ネ）  

       ⑬ （ホ） 1点 

       ⑭ （ア） （完答のみ） 

       ⑮ （ウ）  

       ⑯ （エ）  

      (b) （Ｈ） 4点 

※（１）(a)の①と②、⑩と⑪はそれぞれ順不同。 

 

  

 

（１） 

(a) x歳加入、保険期間 n年で、第 t保険年度に死亡した場合、その保険年度末に 1tn
a を支払う保

険を考えると、一時払純保険料 Aは、 
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と書ける。この式を変形すると、 
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と変形できる。 

 

この算式はすなわち、その保険年度末時点で死亡していれば年金を支払う保険と解釈できる。 

 

この保険の年金支払期間に保証期間を設けることにした。保証期間とは保険期間満了まで g年以

内の年度に死亡しても g年間の年金支払が保証されていることを意味する。 

x歳加入、保険期間 n年、保証期間 g年とした際の一時払純保険料
g

nx
B

:
を考える。 

 

まず、初年度から第 n－g保険年度に死亡した場合の給付に関する一時払純保険料を考える。 

これは、初年度から第 n－g保険年度までの各保険年度末までに死亡していれば年金を支払い、加

えて第n－g保険年度末時点で死亡していれば残りのg年間の保険年度末に年金を支払うという給

付に関する一時払純保険料と同義なので、次のように書ける。 
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また、第 n－g+1保険年度から満期までの間に死亡した場合の給付に関する一時払純保険料は、 
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( I )と( II )の一時払純保険料を合計したものが、
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:
なので、 
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(b) (a)の結果に代入すると、 729986.0
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（２） 
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となる。これを変形すると 
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となるが、右辺第 2項の[ ]内は
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が示された。 

 

 次に  Ⅰ式の tを kt  に変えて、時点  t
k

kt



での保険料が

k
PP k

t

k

kt

1)(  、生存給付金が
k

EE t

k

kt

1


となるとすると、 

)(

1

11

1

11

)()( )(
1 k

k
t

tx

k
tx

k

k
t

tx

k
tx

tx

k
t

k

t

k

t V
l

l

vS
l

ll

vEP
k

V

















⑧

⑨

⑧

⑦

⑥⑤   Ⅱ  
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となる。両辺を k倍して、 k とすると、
 

k

d
k

k⑪
  ⑫ 、

tx

k
tx

tx

k

l

ll

vk




 


　⑧

　⑩ 11


tx⑬ となるから、 

)( )()()()(

tttxtttt SVVEPV
dt

d
⑯⑬⑫⑮⑭  



   

が示された。 

 

 

(b) 題意より
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ここで、
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